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      「ポツンと一軒家」 
令和 5年 12月 17日放送 

今回の番組は福島県のポツンと一軒家を

取材。取材した方が、戦後、土地を開拓さ

れており、番組内で「昭和の開拓」の話が

出てそのイメージ画像として使用された。 

ポツンと一軒家には 80 歳の御婆さんと娘

婿 3人で生活している。戦後空襲で家が焼

かれたため東京から福島県の父の実家に

疎開してきた。約 1年間その実家で生活を

していた。祖父が開墾した山に自宅を建築

し移住した。 

その開墾当時のイメージとして右の写真

を使用された。 

番組「ポツンと一軒家」 

日本各地の人里離れた場所に、なぜだかポツンと存在する一軒家。そこには、どんな人物が、

どんな理由で暮らしているのか！？ 

衛星写真だけを手がかりに、その地へと赴き、地元の方々からの情報をもとに、一軒家の実態

を徹底調査しながら、人里離れた場所にいる人物の人生にも迫っていく。 

1 枚の衛星写真から、どのような人がどんな暮らしをしているのかに思いを巡らせるのは、MC

の所ジョージとパネラーの林修。 

田園地になっていて田んぼを耕していた 

この写真は昭和 32年平城宮跡の写真 

撮影：福川美佐男氏 

 

掲載の右下の写真は奈良県立図書情報館今昔WEBより 


